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１．はじめに 

生物を構成する元素のうち炭素、窒素といった安定同位

体の存在量は、物質の起源や食物網内での各種動物の位置

付けなどに関する情報を与えることが出来る。また安定同

位体比分析に用いられる窒素、炭素安定同位体比は栄養段

階ごとにそれぞれ 3~4‰、0 1‰高くなることが知られて
おり、食性や食物連鎖の推定に用いられてきた(DeNiro 
and Epstain et al. 1978)。また生物の食性被食-捕食関係を
知ることは生物資源の管理や生態系機能の保全の基礎とな

る（Elton et al. 1927）。そのため安定同位体は生態学の研
究でよく用いられてきた(Coplen et al. 2002)。
 しかし魚類を対象とした従来のδ15N、δ13Cは筋肉や全
身を使って求めていたため(Tieszen et al. 1983)、餌生物の
同位体比が対象生物に反映されるまでに 3~6 ヶ月と長く、
同位体比の反映速度のタイムラグが生じ、移動直後の魚や

季節変化に対してすることが出来なかった(Hesslein et al. 
1993)。また筋肉を使用するため対象生物を殺さなければ
ならず、希少種に対して利用が制限されてきた（Sanderson 
et al. 2009）。肝臓や血液は筋肉に比べて同位体比の変化が
速いことが報告されているが(Buchheister et al. 2010)幼
魚を扱う場合死ぬ可能性が高く、また血液採取にある程度

の技術が必要なので誰でも安易に使える手法ではない。そ

こで魚の体表粘液に注目した Churchが、筋肉や骨を使っ
た安定同位体比分析よりも、体表粘液の方が餌の同位体比

が反映される時間が速いことがニジマス幼魚の飼育実験に

より明らかにした(Church et al. 2009)。
 しかし魚類の体表粘液を用いた安定同位体比分析法はま

だ明確にされていない点が多く存在している。例えば餌生

物の同位体比が魚の体表粘液に反映されるまでの時間に水

温は関係するのか、また個体差や種間差、同一個体の反復

分析による餌同位体比の反映速度への影響や、成長速度に

よる影響も明確にはされていない。これらのことが明確に

なることで体表粘液を用いた同位体比分析を用いて週 月

の生物食性スペースを明らかにすることが出来る。

 そこで本研究では餌生物の同位体比が魚の体表粘液に反

映されるまでの時間に水温は関係するのかを明らかにする

ことを目的とする。そのため 26℃の水槽と 19℃の水槽で
オイカワ(Opsariichthys platypus)の稚魚を 200匹飼育し、
それぞれの温度での粘液への置換速度の変化をみた。

２．方法 

・対象生物であるオイカワ約 200 匹(大型個体 100
匹,小型個体 100匹)を 8月下旬に菅浦、9月中旬
に知内川で捕獲し、60 l水槽に約 10匹ずつに分
けて飼育した。全個体の同位体比の初期値をそろ

えるため捕獲時の体重の約 10 倍になるまで配合
飼料（アユ 3 号）を与え続けた。10 倍になって
からは餌を撹拌した冷凍ユスリカ幼虫（UVアカ
ムシ）に切り替えた。その後、毎日ランダムに 1
匹ずつ取り出し、粘液と筋肉を採取して同位体比

分析を行った。アユ 3号を与える段階では水槽全
ての水温を 26℃に設定して成長を促し、餌切り
替え後は 26℃と 19℃に分けて設定した。UV ア
カムシに切り替えてからのδ15N、δ13Cの変化は
線形回帰で説明し、置換速度を算出した。

３．結果

 配合飼料で小型個体は 0.02 g から 0.4±0.1 g まで、大
型個体は 0.06 g から 0.8 g ±0.2 g まで成長させ体重を
10 倍にした。小型個体での窒素同位体比置換速度は 26℃
の線形回帰線の方が 19℃の線形回帰線より速く、2本の線
形回帰線には有意な差がみられた。小型個体の炭素同位体

比置換速度も 26℃の方が 19℃の線形回帰線より速く、2
本の線形回帰線に有意な差がみられた。

４．考察 

小型個体の粘液の 26℃と 19℃の水温差では、窒素、炭
素安定同位体比の置換速度に有意な差がみられた。これは

水温が上昇すると呼吸量があがり、呼吸量があがると代謝

速度が上昇するからであると推測できる。このことから水

温は置換速度に影響を与えていると考えられる。しかし大

型個体の粘液の 26℃、19℃の水温差では窒素、炭素安定同
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位体比の置換速度に有意な差はみられなかった。その理由

として小型個体に比べて体重の大きい大型個体の方が代謝

速度は低下するので、水温の影響を受けにくかったのでは

と考えられる。
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